








本譜を勉強したかったからというJIM由が1番に挙げられますが、いわゆる一

般に言われるエキゾチズム的興味からではなく、今、’１上界で麺要な高葉、英

語と日本語が同時に学べ、就職にも大変有利だからという、実際的な理由か

らこの学科を選んだ学生が多い。授業内容は、厨語学１時間半、日本譜研究

１時|M1半、日本語練習1時|ＩＨＩ半、オーラル１時'111、ラボ１時１１１１、文明1時|M］

半と叶週811*間授業があり（資料３）、敬科謝は国際交流基金の「日本語初

歩」とプリントを使用した。

デイプロームコースについては、学生数は１年105人、２年28人、３年９

人、４年３人である。授業内容は、デイプローム２年コースは日本iMi研究・

日本iMi練習・日本文明の授業がそれぞれ週に１回１時'１１１半、ｉｉｌ４時|Ｍ１半あり、

４年コースは、１，２年は２年コースと合同の日本語研究と日本語練習、３，

４年は日本１１(i学・文学・文明の授業が週に２回１時間〕'２，計３時間ある（資

料４）。オーラルの練習は、学生数と教口数とが釣り合わず満足する状態で

はない。教科書は、１年生は|型l際交流基金の「日本錨初歩」、２年はiii1年か

ら使１１lしているこの大学の専任教師が作成した「日本錨を話しましょう」、

３，４年は、教師が毎回作成したプリントを使用した。この課程で学ぶ学生

の専攻や学年はまちまちで、また、生涯教育として、教師、研究者、主婦な

ど様々な職業を持った人が学んでいる。

５．アンケート

今回実施したアンケートは、まず『日本や日本語にDMする個人的興味や日

本語能力について』ＬＥＡの学生に321111、デイプロームの学生に30111]、次に、

『今まで使ってきた言語について』、『来日経験について」『現在までの

日本編学習について」、『グルノーブル大学での日本,i<i学習について』、『

グルノーブル大学の日本iMiの授業について』、『フランスの日本語教育につ

いて』、の６項目、３２１１l1iil621H1～６４間の質問をI没けた（資料６）。学

年の終わりということもあり、学生数が減少し、また自宅での作業としたの

で、全員から回収できたわけではなく、ＬＥＡ１５人、１年２１人、２年１

１人、３年９人の回答が得られた。それらの統i汁を取り、分析した結果、い

くつかの点についてＬＥＡとデイプロームコース、また学年によって異なる

結果が出た。今回はその主な点だけを取り上げ考えていき、アンケートの詳

細な結果報告は次回に回すことにする。

まず、Ｉの①の『日本il{i学習の動機』であるが、これは自由解答であった

にもかかわらず、３種類に人別することができた。すなわち、「未知なる国

日本・日本文化への興味」、「西洋語とは違う珍しい正ir譜への好奇心」、「
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仕事で使用、就職に有利」の３つのタイプである（表１）。ＬＥＡとデイプ

ロームの３年生は、「仕事の道具として使うための道具的動機」が強く、そ

の他の学年は、「言１５への好奇からの動機」が強かったようである。また、

もし日本への興味と言語への好奇心の２つを合わせて、エキゾチズム的興味

とし、職業による道具的動機との比率を見ても、ＬＥＡは前者が４８％、後

者が５２％となり、かなり実際的な動機を持っていることになる。これはこ

のコース特有のものだと思われる。

次に、Ｉの２の「日本について岐も興味のある点』についても、様々な答

えが出たが、大まかに５つに分けると、「日本人（風習、生活様式、考え方）

」、「日本語（言語、言葉、表記）」、「日本文化・文明・歴史」、「現代

日本（社会、経済、政治）」、「ロ本の美しさ（且色、建築）」となり（表

２）、全体的に見て「日本人」と「日本文化」の答えが多いが、ここでもＬ

ＥＡだけが「日本人」が最も多く、他は「文化」が１番多い。この結果の理

由は、Ｉの22の『日本へ行く目的や期間』や、２３の『将来希望する職業」の

答えから推察できる。ＬＥＡは勉強か仕ﾘﾄﾞの研修で１年以上日本に住み、将

来はjmi沢か日本の企業に就職しようと考えている人がほとんどであるが、デ

イプロームコースの学生は、観光で短期'１１１日本に行くことことを望んでいる。

つまり、ＬＥＡは日本で暮らし、ｌ]本人と一緒に生活や仕事をするために、

日本人そのものを知りたがっているようであるが、デイプロームコースの学

生は、神秘的な日本の伝統文化に一番興味を持っているようである。

ＬＥＡとデイプロームの意見の相違は、Ｉの３の『日本の文化、言語、文

学、経済、政治、歴史、料旦11の中でどれに興味があるか』やＩの８の『日本

語学習で興味深い点』においても見られる。３では、ＬＥＡは多いものから、

「言il(i、文化、経済」の順になり、ディプロームコースは「文化、言硲、歴

史」の順になった（表３）。仕事に必要な日本譜自体に興味を持つＬＥＡと、

日本iMiは憧れの日本文化や歴史を知る手段とするデイプロームコースの学生

との考え方の違いの表れであろう。ＬＥＡが３番目に経済を選んでいるのも、

経済大国日本の経済を学び、日本人と仕邪がしたい希望を持っていることを

示す。８では、回答は６翻類、「会話、文化、表記、行動、文法、言iWiレベ

ル」に分けられ（表４）、ＬＥＡは、実際的な「会話」の学習に興味を持ち、

ディプロームコースの学生は、「表記」、特に漢字に興味を持っている。

しかしＶの３の「読む、ｉｌ！く、’１１１く、話すの四つの技能のうちどれを中心

に勉強したいか』という質IHIには、１年生は「読み、書き」で、それ以外は

「話す、聞く」である（表５）。これは、１年は、日本語を始めたところで、

珍しい日本語の文字を見たり読んだりするのが楽しいようである。それ以外
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の学年は、文法もかなり習い、語典も少しずつ増えてきたので、今度は実際

にそれらを使って話してみたいと考えているのであろう。

さらに注目すべき点は、Ｖの①の『文字、会話、日本事情、文法、読解、

聴解、作文、iRi蕊、書道の中で、どの授業を特に受けたいか」という質問で

は、表記ではなく、文字と書いたためにほとんどの人が「会話」ではなく、

「文字」を選んでいる。また次に多いのが、会話と並んで「譜道」である。

これは、多くの学生が漢字が難しく習得不可能と訴えており、日本の文字が

日本語学習の障害になっている反面、漢字の美しさや１つ１つに起源や意味

があることに大変興味を持ち、詳しく勉強したい、文字だけの授業が欲しい

と願っている.また、教科書の印刷された活字ではわかりにくい、漢字の止

めや跳ね、書き順を書道で勉強したいと考えている。このような理由から会

話ではなく文字を選んだのであろう。フランスでは、２，３カ月に１回パリ

大学で日本語教育学会が行なわれているが、その都度１番問題になるのが文

字教育についてであった。おそらくこの文字への異常なまでの関心はフラン

ス人独特の感覚から来ているものではないかと思われる。

最後に、Ⅳで『フランスにおける日本譜教育』について意見を求めると、

既に１００以上の中●高・大学で日本鵠が教えられているにもかかわらず、多

くの学生がその存在をあまり知らないと言っている。これがフランスの情報

の悪さである.敦材については、フランス錨で書かれた教科Ｔｌ「や参考杏が数

少なく、辞書もない.良いものは全て英語話者向けに作られたものばかりで

ある。しかし、これらを手に入れるのにはパリまで行かなければならない。

このようにパリとは違い、情報がほとんど入らない地方都市での日本縞教

育はかなり困難を伴う.しかし、飛者は、折角興味を持って笠録した日本語

学習を継続し、生きた日本譜を学んでほしいと思い、多くの努力を払った。

ＡＶ機器や絵パネルなどの道具を使用しながら会話の授業を行なったり、媒

介語を避けて、ロールプレイやシミュレーションを通して学生とのコミュニ

ケーションを図ったり、時には、日本人留学生を交えて実際に会話する練習

を行なった。こうしたやり方は、学生にとって初めての経験で最初は戸惑い

を見せていたが、次第に慨れ、かなり効果が上がったように思われる。しか

し残念なことに、このやり方は研究者タイプのフランス人日本婚教授には歓

迎されなかった。つまり、大学は小学校と異なり、教師が＿方的に講義をす

ればよいという考えである。フランスの語学教育法は、一般的に遅れており

（外国人向けフランス語教授法は進んでいるが）、フランス調を使っての講

義形式で、受け身の授業が多い。このような状態では、フランスの日本語教

育自体発展せず、学生数の減少は免れないし、学生が目指している日本語能
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力を持って国際社会にはばたくことは到底望めない。

Ⅳ．おわりに

最後に、フランスで最初の日本論教師となったロニーを思い出してみたい。

彼は、既に、日本譜学習は日本との外交、伝統文化、歴史、文学、産業の理

解に必要であると主張しており、日本事情や経済、翻訳、Ｔ１ｌ道などの授業も

行なっていた。そして、130年経った今も人々はそれらを動機として日本語

を学び、遠い日本に価れ、日本を深く理解しようと真剣に努力している。し

かし、時代は変わっても学生達は日本人とあまり話す機会もなく書物も手に

入れることは錘しい゜地方祁市の日本語教育はロニーの時代と状態はあまり

変わっていないように感じられた。

今後のフランスの日本語敦育の発展のためには、まず、日本語科を持つ大

学側の理解、そして、フランス人向け日本iMi教授法と教材の開発、フランス

謡能力を持つ日本人の日本ii5教師の養成、さらに、日本語教育を専門とする

日本の教師と現地の教師との協力が必要である。また、研究者としては優秀

であるが、語学教育法に関して理解の乏しいフランス人日本譜教師はもっと

視野を広げ、日本の日本語教育を研究し、取り入れることが求められる。そ

うすることによって、130年以上の歴史を持つフランスの日本語教育が新し

く生まれ変わり、日本語学習を通じて、美的感覚や精神風土に共通点の多い

フランスと日本の交流がますます深まるであろう。

注

(1)L60ndcRosny（1863）Discou『ｓｐ｢OnoncbArouverIu｢ｅｄｕｃｏｕ｢sdG

iaponais，Ｐａ『ｉｓ：MalsonneuveclCie

(2)ＬｂｏｎｄｅＲｏｓｎｙ（1872）Ｐ『emlbmsDolionsdolanguelaDoDaise，Pai｢ｓ

：ＭａｉｓｏｎＤｅｕｖｅｏｔＣｉｅ
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lundi9hAlOhjO(SaIIeQ）
ＵＶ D・rTulIqIIEnelplIIn8Ue ＭⅡｅ、■IⅡＫＯｎＵＵｕＫＯ、」ＵＰ

ieudiqhAIOhjO(SalIeF8）
ＵＶ ｡｡Ｌ〔ｒＩＩＵｒｅ ＭⅡ２，■ＩｎＫｕＭＩＩＫ几ＩＴＤ

mardilZhjOAl]ｈｊＯ(ｍＩｅＧ６）
ＵＶ ｡。Ｅｴﾋﾞ｢Cにf9ioDruux ＭⅡＧヨロ'00Kｎ．UIIUK八ＵＴＰ

ｍｍＩｌｉＩｊｈｊＯＡＩ４ｈｊＯ(型ⅡＣＣ６）
ＵＶ ,．↓・JbornllDD｢ビ ＭＩＩＥｈｎＩｑＤＫｕＭＩＯＫＡＩｌＵＤ

mardil6h]OAl7h〕ＯＩＫＯ６）
ＩＤＶ･･･louolIZH1IOoU・凶0UTI「I６ｒＩｎＯｒｎｔＵｌｉＩＧ ＭｕｕｕｅＯｕｍｏＤＫｑＤｌｌＩ(BASillI（Ｍ

ＩＩｗｄｉＩＯｈＪＩＩｈｊＯ(回ⅡｃｍＯｊ）



(ＨＨＳ）蚊々のレオン ド・ロ二 の軒臼

「東洋ロ木而学校」で侠、していた牧科宙
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㈱6）アンケートの質問項目

Ｉ、個人的興味、｜]本紙能力等について

（ＬＥＡのみ）

ＬなぜＬＥＡを選びましたか。

２．他の学部にも登録していますか。／登録したことがありますか。

（ＬＥＡ・ディプローム共通）

１．日本語を勉強しようと思った動機

２．日本について最も興味のある点。

３．日本について次の中で何に興味がありますか。（iIlj､識蝋liiM鮒,鮫、

躯モリM2）

４．日本について知っていること。

５．日本語についてどう思いますか。

６．日本語で何が一番難しいですか。

７．日本語で何が一番やさしいですか。

８．日本語学習で何が一番興味深いですか．

９．文法の中で一番難しいと思う点、一番やさしいと思う点。

１０．日本語を始めるiil、１]本il(iをどのように思っていましたか。

１１．日本語を勉強してみてどう思いますか。（思うtと捌圖Ⅱ)､思う杜別やさいI,思うたよ

り圃Ⅱ)､：ぅtよりやさしい）

１２．日本語の学習はうまく行っていますか。（とてもうまく『うている､うまく､っている,劫まう
まく『うてIWijiりうまくiiうてWhい､うまく行うTWmI)）

１３．漢字を勉強する時何が一番難しいと思いますか。（爵の鰍,瀞0熱瀞O鑓
ハモⅧ）

ｌｲ．日本語表記の中で何が一番難しいと思いますか。（UMIhO鋼ｶﾀｶﾅO錨胤

初鋼灘上06力I帷|ﾉﾘの鏑Ｉ締Oｶﾀｶﾅ鋼

１５．［1本譜の発１１Fについてどう思いますか。（やさい)､fiiまjiやさい),§い),とてもUｻﾞiI1U

m）

１６．ひらがなはどのくらい読めますか。（全鐡li5､力､0劃５，撚鋤､１１

１７．ひらがなはどのくらい書けますか。（全綱１１５､力１，O謝る､繊力ikm）

１８・かたかなはどのくらい読めますか。（↑識li5,)W、謝る､全鰄ｌｊ１ｈｌ１）

１９．かたかなはどのくらい書けます。（f艦}↑Ｍ１ｈり洲6,ｔ鋤ＩｌｎⅢ）

２０．漢字はどのくらい読めますか。（鯛!ごでて〈5瀞I縦1)たい鋤5,鯛|こててく5灘は粉くら
い鋤5､やさしいiii9izWI1mtI)識6,クレ謝る､撚鋤､い）

２１．漢字はどのくらい書けますか。（たくさん謝る,純ﾘ謝るルレ謝る,餓洲kい）
２２．将来日本へ行きたいですか。（Ｌいうlii,２.ロハ３.ビnくらい）

２３．将来どんな仕事をしたいですか。

２４．将来日本語を使った仕事をしたいですか。例えば。
２５．就職などで日本識の寅格は役に立つと思いますか。

２６．最近の新聞・雑総・テレビ等で日本に関することで印象に残った話は
何ですか。

２７．日本人の友達がいますか。何人ぐらいですか。（0,1-5,6-1ｑｌＯＭＵ:）
２８．日本人とフランス語と日本語の交換授業をしていますか。

－２７－



２９．Ｈ本人の文通友達がいますか。何人、何論で.
３０．来年も日本語の勉強を続けたいと思っていますか。
Ⅱ．今までに使ってきた言iMiについて
１．現在までの居住地と使川言ii6について書いて下さい。
２．今までに学習したことのある言語とそのレベルを答いて下さい。

Ⅲ、来日経験について

１．日本へ行ったことがありますか。

２．何回。３．いつ、どのくらい。４．どこへ行きましたか。
５．目的は何ですか。

Ⅳ、現在までの日本鵬学習について
１．いつからいつまで習いましたか。

２．どの国のどの都市で習いましたか。
３．どんな機関で習いましたか。（桴,鰍艀`ii4桴li､瀧鰔噸澱1ＭA髄Ⅲそ０，）
４．教授方法・形態

Ｌどのような形で習いましたか。雌と-N-､ｸﾗｽ､艀）
２.先生は。（Ⅱﾈﾊ､躯Ｍ１軌と胴A`そ0m）

３.先生は何語を使って教えましたか。
４.どんな教材を使いましたか。（ﾌﾟﾘﾝﾄ,il縞ﾃﾚﾋﾞ､ﾗｼﾞｵ,ﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀﾞｰ､ＬＬﾋﾞﾃﾞｵ､そ

Olj）

５．週に何回、何時間習いましたか。
Ｖ・グルノーブル大学での日本語学習について
１．どのような授業を受けたいですか。（蝉鑑,H本繩賊Ⅲ鍬鰯､徹､識鎚

そ０m）

２．その他にどのような授業があればいいと思いますか。
３．｜諭｣’3〈ＩＩｍ〈」「誠の四つの技能のうち、どれを中心に学習したいです

か。

４．予習・復習のためにどれくらい勉強していますか。
（iiH-蝋bmilしてい‘,劇1ｸ|,わ蝋している､欧2,3ﾛｰ髄|,てＩＩｌ５､瀬Oii鮒繊して1,)5,21M雛１，kⅢ）

５．日本錨の勉強の予習・復習のために、どのようなものを使っています
か。

６．上で答えたものの名前を教えて下さい。

７．辞書を使っていますか。辞諜名。
８．授業以外にどこかで、または誰かに日本硲を習っていますか。あれば

どこ、誰lこですか。

９．日本人と日本崎で話す機会がくらいありますか。

１０．その日本人は何をしている人ですか。

Ⅵ、グルノーブル大学の日本語の授業について

Ｌ良い点２.悪い点３.使っている教科書の感想４.今後、日本語学
科に希望、期待する点

・フランスの日本語教育について

Ｌフランスにおける日本語教育の現状（高校・大学等）についての意見
２．教科書、参考書、辞書などについての意見

－２８－



アンケート結果

IllIl１．１．ロ本題学習の助樋（％）（１２１

(１３）Ｉ． ３．日木について興味のある点-2鮓復政回答 （％）而一「珂

UＭＩ 【、８．日本函学習で興味深い点（％）

(151Ｖ、３．どれを中心に学習したいか

(Ｘ６１Ｖ、１．どの授粟を特に受けたいか（全台Hf）（％）

一四一

１．２・日本について興球ある点一abH8（％）
日本 曾駕 胞粟

ＬＥＡ １６ ３４ ５０

ｌｆｌＺ ３０ ｑ３ ２７

ZfI2 ２０ ｑ２ ３８

３年 ２７ ３３ イ０

文化 愈踊 文学 純済 政治 歴史 料理 その他

ＬＥＡ ２７ イ０ ４ 1１ １ ８ ８ ｌ（KHqﾋﾞ）

１年 ３ｺ ２７ ６ ９ ２ １８ ２ ２（RIihE）

２年 ３３ １８ 。 ６ 0 ２１ ６ １２（Ｋ２･マンllhE）

３年 ‘Ｉ １８ 0 ９ 0 ５ １８ ９（:Ｈ･EHqﾋﾟ）

会話 文化 汲肥 行動 文法 8Ｈﾚﾍﾞﾙ

ＬＥＡ ３２ ２６ ２１ １０．$ 0 1０．５

１年 ２０ １３ ２８ １３ Ｚ２ ４

２年 1４ 7．５ ‘３ １４ １４ ７．５

３年 １５ ８ ２５ ８ ２２ ２２

醜む 香く 聞く 話す

ＬＥＡ

１位
p●●ロＣＣＣ●｡

２位

１５

２３

２３

０

１５

２３

ｄ７

５勺

１年
１位

２位

２１

‘７

‘２

１６

１６

１６

２１

２１

２年
１位

２位

0

２５

２５

２５

２５

５０

５０

0

３年
１位

２位

２０

４０

２０

０

２０

0

go
●●｡｡●｡◆■

６０

文字 会砥 BtFlI 文法 説1Ｗ 麓1Ｗ 作文 拓錘 轡迦 ﾓの０

1位 イ６ １６ ３ １１ ３ 0 0 ５ １６ 0

ルＨ８ 愈踏 文化 噸It2 R８．１

ＬＥＡ ３５ １９ ３１ １５ 0

１年 ３２ １５ 勺可 ９ 0

２年 】６．５ ６ j１．Ｊ ６ １３

３年 ２０ 1３ ‘１ １３ １３




